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　金
山
町
と
ト
ー
タ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
契
約
を

締
結
し
て
い
る
㈱
セ
ガ
エ
ッ
ク
ス
デ
ィ
ー
を
訪

問
し
、
谷
英
高
代
表
取
締
役
社
長 

執
行
役
員 

Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
荻
野
友
太
課
長
よ
り
、
概
要
及
び
金

山
町
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
方
策
に
つ
い
て
説
明

を
い
た
だ
い
た
。

　私
た
ち
の
生
活
に
不
可
欠
と
な
り
つ
つ
あ
る

「
デ
ジ
タ
ル
技
術
」
を
必
要
な
こ
と
か
ら
順
番

に
、
着
実
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　６
月
定
例
会
で
設
置
さ
れ
た
「
議
会
活
性
化

・
Ｄ
Ｘ
推
進
特
別
委
員
会
」
に
お
い
て
、
積
極

的
に
議
論
し
て
い
き
、
町
民
満
足
度
が
向
上
す

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
て

㈱
セ
ガ
エ
ッ
ク
ス
デ
ィ
ー
訪
問

　議
員
・
区
長
合
同
研

修
と
し
て
、
金
山
町
政

策
顧
問
の
皆
川
芳
嗣
先

生
を
講
師
に
招
き
、

『
人
口
減
少
下
で
の
日

本
と
地
域
の
未
来
を
考

え
る
』
と
題
し
、
講
話
を
い
た
だ
い
た
。

　皆
川
先
生
は
「
金
山
の
魅
力
は
街
並
み
が
綺

麗
で
あ
る
こ
と
。
だ
が
、
２
０
４
０
年
に
か
け

て
全
体
的
に
空
き
家
が
出
る
。
ア
グ
リ
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
農
泊
、
農
福
連
携
で
関
係
人
口
・
定
住

人
口
を
増
や
し

て
い
く
こ
と
が

重
要
」
と
講
演
。

　人
口
減
少
が

進
む
中
、
金
山

町
が
目
指
す
べ

き
姿
に
つ
い
て

笑
い
を
交
え
て

お
話
し
い
た
だ

い
た
。

政
策
講
演
会

皆
川
芳
嗣
政
策
顧
問
講
話

　東
京
金
山
会

第
６４
回
総
会
が

東
京
「
ア
ー
ト

ホ
テ
ル
日
暮
里

ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
」

を
会
場
に
し
て
、

町
か
ら
は
町
長

を
は
じ
め
、
議

員
、
区
長
、
金

山
町
の
物
産
販

売
担
当
の
方
々
４０
名
超
の
参
加
と
な
り
、
来
賓

を
合
わ
せ
総
勢
１
４
５
人
の
参
加
と
な
っ
た
。

　高
橋
和
雄
会
長
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
５
類
に
変
更
さ
れ
、
以
前
の
よ
う
に
多
く

の
方
々
と
交
流
で
き
る
こ
と
の
喜
び
と
金
山
町

と
の
情
報
共
有
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
、
久
し
ぶ
り
の
顔
ぶ
れ
に
話

が
弾
ん
だ
。

　様
々
な
余
興
も
あ
り
、
短
い
懇
親
の
場
で
あ

っ
た
が
、
ふ
る
さ

と
金
山
を
語
る
楽

し
い
ひ
と
時
で
あ

っ
た
。

故
郷
の
話
題
で
交
流

東
京
金
山
会

よ
り
わ
か
り
や
す
い

　
　
　 

議
会
広
報
に
向
け
て

第
40
回
町
村
議
会
広
報
研
修
会（
７
／
19
）

　山
形
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
（
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
）

に
お
い
て
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
を
務

め
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
長
岡
光
弘

氏
を
講
師
に
迎
え
、
町
村
議
会
広
報
研
修
会
が

行
わ
れ
た
。

　住
民
の
知
り
た
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
関
心
の

高
い
内
容
を
重
視
し
な
が
ら
、
写
真
な
ど
を
交

え
、
伝
え
る
べ
き
内
容
を
分
か
り
や
す
く
短
文

で
伝
え
る
ポ
イ
ン
ト
を
研
修
し
た
。

　こ
れ
か
ら
の
広
報
は
住
民
の
目
を
引
き
付
け

る
誌
面
づ
く
り
が
重
要
で
あ
り
、
例
え
ば
、
写

真
と
見
出
し
を
見
れ
ば
何
が
書
か
れ
て
い
る
か

わ
か
る
よ
う
な

見
や
す
い
手
法

を
心
掛
け
る
必

要
が
あ
る
。

　町
民
に
読
ん

で
い
た
だ
け
る

「
議
会
だ
よ

り
」
の
発
行
を

目
指
し
、
今
後

も
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
く
。

　将来にわたり国民へ安定的に食
料を供給していくため、多岐にわ
たる農村基本法の見直しに際し、
生産現場の声として国に対し意見
書の提出を求めるもの。

　平和、命、暮らしを壊す大軍拡、
大増税を止め、憲法９条を持つ国
として、対話と外交による努力で、
幅広い協同を広め、戦争のない平
和な日本にするよう関係機関に対
し意見書の提出を求めるもの。

食料・農業・農村基本法の見直
しに関する請願
〔金山農業協同組合　代表理事組合長〕
〔金山農協農政対策本部　本部長〕

６月議会定例会まで提出された請願等の審査結果は下記のとおり。
採択後、議員発議により、意見書を全員賛成で可決し、関係機関へ提出している。

請  願
審  査

請　願
第２号

番 号 件名〔請願者〕 請願の主な内容 紹介議員 付託委員会 審査結果

請　願
第３号

中村　忠行
宮林　聡志

須藤　典夫
五十嵐優一

産業厚生
常任委員会

総務文教
常任委員会

採択

継続審査
平和、命、暮らしを壊す大軍拡、
大増税反対についての請願
〔新庄・最上母親大会連絡会　代表〕

議員中央研修・東京金山会
６月17日・18日の２日間、東京都内において、議員・区長合同研修が行われ、17日に㈱セガエックスディー
を訪問、その後皆川政策顧問の政策講演会、18日に第64回東京金山会に出席し交流を深めた。

議会の活性化・DX推進に向けて
　令和５年３月定例
会において議会活性
化・財政健全化特別
委員会調査報告を行
い、議会活性化に向
けた新たな展開を図
るため、改選後にお

いても引き続き議会活性化に向けた調査検討機関を
設置する必要があることを全委員で確認している。
　併せて、新型コロナウイルス感染症への対応を契
機に、住民サービスの利便性の向上や迅速な議会運
営、多様な広報手段を活用した町民への情報発信な
ど、金山町議会のデジタル化を推進するため、一体
的な組織として「議会活性化・ＤＸ推進特別委員
会」を設置した。

　町では、㈱セガエックスディー社とトータルアド
バイザー契約を締結しており、人口減少・少子高齢
化等の地方課題をデジタル技術の活用によって解決
するため、デジタル化を推進していく必要がある。
議会としても、「町民の信頼に応える豊かな町づく
り」のため、「タブレッ
トを活用した議会運営」
や「議会のインターネッ
ト中継」など、町民が議
会を身近に感じてもらえ
るよう取り組んでいく。

※ＤＸとは…デジタル・トランスフォーメーションの
略称で、「進化したデジタル技術を活用し、ビジネスだ
けでなく人々の生活をより良い状態へ変革する」こと。

読みやすく見やすい誌面に

議員・区長合同研修

皆
川
政
策
顧
問

故郷の話で盛り上がる
東京金山会

髙橋和雄会長挨拶

㈱セガエックスディー社前で

大場副委員長須藤委員長


